
「認知症に関する意識調査」調査結果について 

 

１ 調査目的 

 令和６年１月に施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」に伴い、都道府県・

市町村に対し計画策定が努力義務とされた。今後県計画を策定するにあたり、計画をより充実させ

たものにするために県民が認知症に対しどのようなイメージを持っているか把握するために実施す

る。 

 

２ 調査方法等 

＜Web式：回答数４００＞ 

 ・実施期間：令和７年２月６日～２月 13日 

 ・実施場所：Web上（愛媛県政課題調査） 

 

３ 調査結果の概要 

（１）回答者について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

49%

女性

51%

18～29歳

13%

30代

13%

40代

19%
50代

17%

60～79歳

38%

松山

48%

西条・新居浜・宇摩

23%

今治

12%

宇和島

8%

八幡浜・大洲

9%

性別 年代 

居住地 



（２）「認知症」と聞いてどのようなことを思い浮かべるか 

 「誰にでもなり得る（78.3％）」、「徘徊する（77.5％）」と回答した人が多い一方、「認知症と聞い

ても特に思い浮かぶことはない」と回答した人は 0.8％にとどまり、認知症に対し、何らかのイメー

ジを持っている人がほとんどであるという結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）認知症の人と周りの人との関わり方についてのイメージについて 

 「周りの人の関わり方で、症状の進行を遅らせることもあれば悪化させることもある」という回答

が 66.8％と、多くの人が周りの人の関わり方が症状の進行に影響を与えるというイメージをもって

いる結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.8%

3.0%

14.0%

18.8%

24.3%

30.0%

33.5%

37.5%

42.5%

46.5%

50.8%

56.3%

58.5%

64.3%

65.5%

65.5%

70.0%

71.5%

77.5%

78.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症と聞いても特に思い浮かぶことはない

この選択肢以外に思い浮かぶイメージがある

その人なりに自分らしく暮らしている

どこかおかしいと自分で思っている

実際にないものが見えたり、聞こえたりする

作り話をする

治らない

好きだったことに関心が無くなる

ふさぎこんだり、急に怒ったりする

治療をすれば、症状の進行を遅らせることができる

自分や身内が認知症になったらと思うと不安に感じる

日にちや時間がわからなくなる

被害妄想がある（物を盗られたなど）

何度も同じことをしたり、聞いたりする

介護負担が大きく、家族が大変になる

身内のことや自分のことがわからなくなる

認知症にはなりたくない

物忘れが増えて、探し物が多くなる

徘徊する

誰にでもなり得る

66.8%
5.3%

28.0%

周りの人の関わり方で、症状の進行

を遅らせることもあれば悪化させ

ることもある

周りの人の関わり方は、症状の進行

とは関係ない

周りの人の関わり方が、症状の進行

とどう関係するかわからない



（４）認知症の人が日常生活を送るうえでどのようなイメージを持っているか 

 半数以上が今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなるというイメージを持っている結

果になった。特に、18～29 歳では「認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、今まで

生活してきた地域で生活することが難しくなる」、「認知症になると、症状が進行していき、なにも

できなくなってしまう」と回答した人が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）今までに認知症の人と接したことがあるか 

 66.3％が何らかの状況で認知症の人と接したことがあるという結果になったが、30 代では約半数

は認知症の人と接したことがないと回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0%

8.5%

9.5%

12.0%

13.5%

19.5%

33.8%

36.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身が認知症の診断を受けている

医療・介護の現場以外を通じて、認知症の人と接したこ

とがある

街中などで、たまたま認知症の人を見かけたことがある

友人や、近所付き合いの中で、認知症の人と接したこと

がある

医療・介護の現場で働いている（いた）ため、認知症の人

と接したことがある

親戚の中に認知症の人がいる（いた）

認知症の人と接したことはない

家族の中に認知症の人がいる（いた）

9.0%

38.0%

33.5%

8.0%

0.3%

11.3%

認知症になっても工夫しながら、今まで暮らしてき

た地域で今まで通り自立的に生活できる

認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用

しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していけ

る

認知症になると、身の回りのことができなくなり、介

護施設に入ってサポートを利用することが必要にな

る

認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうの

で、今まで暮らしてきた地域で生活することが難し

くなる

認知症は恥ずかしい病気なので、診断されても隠し

て地域で生活していく人が多い

認知症になると、症状が進行していき、なにもでき

なくなってしまう



（６）今までに自身や家族が認知症になった時にどうしたらいいのか考えたことがあるか 

 約７割が認知症になった時にどうしたらいいのか考えたことがあるという結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）もし、自分や家族が認知症になったら、どのようなことに不安を感じると思うか（（６）で考えたこと

があると答えた方対象） 

 家族や周囲の人に負担や迷惑をかけてしまうことや、日常生活でこれまでできていたことができな

くなってしまうことに対し不安を感じている人が多い傾向となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えたことが

ある

68%

考えたことは

ない

32%

18.6%

20.1%

23.0%

26.6%

28.5%

30.3%

32.5%

42.3%

44.2%

46.7%

63.9%

71.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこに相談すればいかわからないのではないか

誇りを持って生活できなくなるのではないか

介護施設が利用できないのではないか

必要な介護サービスを利用することができず、現在の住

まいで生活できなくなるのではないか

病院や診療所で治療しても、症状は改善しないのではな

いか

不要なものを大量に購入させられたり、詐欺的な勧誘の

被害に遭ったりするのではないか

精神的に苦しくなるのではないか

外出した際に家への帰り道がわからなくなったりするの

ではないか

家族や大切な思い出を忘れてしまうのではないか

家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか

買い物や料理、車の運転など、これまでできていたこと

ができなくなってしまうのではないか

家族に身体的・精神的負担をかけるのではないか



（８）自分や家族が認知症になったらと考えたことがない理由は何か（（６）で考えたことがないと答え

た方対象） 

 「私や私の家族が、認知症になるかどうか、考えたこともないから」と回答した人が約９割にのぼ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）認知症になったとしたらどのように暮らしていきたいか 

 約半数が認知症になっても今まで暮らしていた地域で生活していきたいと回答したが、40 代では

「認知症になると、周りの人に迷惑をかけてしまうので、介護施設で必要なサポートを利用しなが

ら暮らしたい」と回答した人が一番多く、18～30 代では「認知症になったら、誰にも迷惑をかけな

いよう、ひとりで暮らしていきたい」と回答した割合が他の年代と比べ高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1%

85.7%

7.1%

私や私の家族は、認知症にな

らないと思うから

私や私の家族が、認知症にな

るかどうか、考えたこともない

から

その他

17.3%

30.5%

22.3%

19.3%

10.8%

認知症になっても工夫しながら、今まで暮

らしてきた地域で、今までどおり自立的に

生活していきたい

認知症になっても、医療・介護などのサ

ポートを利用しながら、今まで暮らしてき

た地域で生活していきたい

認知症になると、身の回りのことができな

くなってしまうので、介護施設で必要なサ

ポートを利用しながら暮らしたい

認知症になると、周りの人に迷惑をかけて

しまうので、介護施設で必要なサポートを

利用しながら暮らしたい

認知症になったら、誰にも迷惑をかけない

よう、ひとりで暮らしていきたい



（10）自身や家族が認知症になったとしたら、病院受診することに関しどう考えるか 

 約９割が病院受診に関し、前向きであるという結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）認知症に関する相談窓口について知っているものはあるか。 

地域包括支援センターを知っているとの回答が 46.3％であった一方、認知症に関する相談窓口に

ついて知っているものはないと回答した人も多くいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）自分や家族が認知症になったことを、周りに知ってほしいと思うか。 

 約６割が自分や家族が認知症になった場合、周りの人に知ってほしいと思っているという結果に

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

1.3%

7.8%

16.5%

17.0%

54.8%

66.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分や家族が認知症かなと思っても、病院受診はしたく

ない

自分や家族が認知症かなと思っても、病院受診すべきか

全くわからない

家族が認知症かなと思ったら、かかりつけ医に診てもら

いたい

自分が認知症かなと思ったら、かかりつけ医に診てもら

いたい

家族が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらいたい

自分が認知症かなと思ったら、専門医に診てもらいたい

0.3%

3.5%

10.3%

11.5%

20.5%

43.0%

46.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

若年性認知症支援コーディネーター

認知症の人と家族の会

認知症疾患医療センター

市町の担当部署

知っているものはない

地域包括支援センター

6.5%

18.8%

19.8%

24.3%

33.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所の人には知ってほしいと思う

知ってほしいとは思わない

わからない

親戚・知人等には知ってほしいと思う

近所の人や親戚・知人等に知ってほしいと思う



（13）認知症の人が、近所にいた場合、どのような行動ができると思うか。 

 64.2％が何らかの行動ができると考えているという結果になったが、40 代では約２割が「特にで

きそうなことはない」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）「認知症基本法」、「新しい認知症観」について知っているか。 

 認知症基本法、新しい認知症観の認知度（「内容を理解している」、「聞いたことはあるが、内容はあま

り知らない」、「聞いたことはあるが、内容は全く知らない」）は 29％にとどまった。 

年代別にみると、18～29歳の認知度は 45.1％と他の年代に比べかなり高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.0%

19.0%

7.8%
2.8%

0.8%

4.0%

7.0%

16.3%

8.0%

11.5%

見守り

やさしい声掛け

話し相手

買い物などの外出への支援

買い物などの代行

ゴミ出しなど家事の手伝い

今すぐはできそうなことはないが、勉強して力に

なりたい

何をどうしたらいいのか、今はわからない

家族が言ってくるまで、そっとしておく

特にできそうなことはない

4.5%

13.8%

10.8%

71.0%

内容を理解している

聞いたことはあるが、内容はあまり知

らない

聞いたことはあるが、内容は全く知ら

ない

聞いたことがない



（15）「認知症サポーター」を知っているか。 

認知症サポーターの認知度（「自分自身が認知症サポーターであり、意識して生活している」、「自

分自身が認知症サポーターであるが、特に何もしていない」、「知っているが、自分自身は認知症サ

ポーターではない」）は 26.5％にとどまった。 

年代別にみると、18～29歳の認知度は 45.1％と他の年代に比べかなり高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16）若年性認知症について知っていることはどんなことか。 

 約半数の人が若年性認知症になると本人や家族に大きな影響があると認識しているという結果に

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.8%

27.0%

41.0%

51.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年性認知症になってもできる仕事や社会活動がある

若年性認知症のことを知らない

若年性認知症になると家族に大きな影響がある

若年性認知症になると本人の仕事や生活に大きな影響

がある

4.3% 3.8%

18.5%

73.5%

自分自身が認知症サポーターであり、

意識して生活している

自分自身が認知症サポーターである

が、特に何もしていない

知っているが、自分自身は認知症サ

ポーターではない

知らない



（17）認知症に関する情報を何から得ているか。 

約６割は何らかの方法で認知症に関する情報を得ているという結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18）県の普及啓発活動で参加したり知っていたりするものはあるか。 

 県が実施している普及啓発活動を知らないとの回答が 86.3％にのぼり、周知方法に課題があるこ

とがわかった。 

1.8%

5.0%

5.5%

8.3%

13.8%

13.8%

15.0%

20.3%

23.3%

29.3%

36.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

愛媛県のホームページ

講演会やイベント

パンフレットなどの啓発物

新聞や雑誌

ケアマネジャーなど介護関係者

医療機関

SNSやインターネット（県ホームページ以外）

周囲からの話

テレビやラジオなどのマスコミ

特に情報は得ていない

3.0%

4.0%

4.3%

8.0%

86.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

えひめ認知症希望大使

街頭活動

県庁ロビー展、本館ドームのライトアップ

愛媛県認知症普及啓発フォーラム

県がどのようなことを実施・発信しているのか知らない


